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大
企
業
に
富
が
、
労
働
者
に
貧
困
が

Ｇ
７
で
日
本
は
最
低
の
賃
金
水
準

民
間
企
業
で
働
く
労
働
者
や
パ
ー
ト
労
働
者
が

年
の
１
年
間

18

に
得
た
平
均
賃
金
は
、
前
年
比
２
・
０
％
増
の
４
４
０
万
７
０
０

０
円
に
な
っ
た
な
ど
と
国
税
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実

質
賃
金
は
下
降
を
続
け
、
生
活
実
態
の
苦
し
さ
は
増
し
て
い
る
。

数
字
的
（
上
部
グ
ラ
フ
）
に
は
、

年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

08ク
前
の
水
準
に
回
復
し
た
よ
う
に

見
え
る
が
、
物
価
高
、
増
税
、
社

会
保
障
費
な
ど
の
高
騰
が
続
き
、

実
質
賃
金
の
目
減
り
は
加
速
し
て

い
る
。

男
女
別
で
は
、
男
性
５
４
５
万

円
、
女
性
２
９
３
万
１
０
０
０
円
。

雇
用
形
態
別
に
見
る
と
、
役
員
を

除
く
正
規
社
員
が
５
０
３
万
５
０

０
０
円
、
非
正
規
が
１
７
９
万
円

で
、
分
類
を
始
め
た

年
以
降
、

12

賃
金
格
差
（
本
紙
が
集
約
し
た
左

記
の
表
を
参
照
）
は
一
貫
し
て
広

が
っ
て
い
る
。

１
年
を
通
じ
て
勤
務
し
た
人
は

過
去
最
多
の
５
０
２
６
万
人
（
う

ち
女
性
２
０
８
１
万
人
）。
正
規

社
員
は
１
・
０
％
増
の
３
３
２

２
万
人
、
非
正
規
は
３
・
０
％

増
の
１
１
６
７
万
人
だ
っ
た
。

所
得
税
の
配
偶
者
控
除
を
受
け

た
人
は
、
税
制
改
正
で
適
用
要

件
が
見
直
さ
れ
た
た
め
、
９
０

７
万
人
と
４
・
５
％
減
少
。
一

方
、
配
偶
者
特
別
控
除
は
１
３

５
万
人
と

・
０
％
増
え
た
。

10

調
査
は
国
内
約
２
万
１
０
０
０

事
業
所
の
約
３
３
万
人
を
抽
出

し
、
全
体
を
推
計
し
た
。
平
均

給
与
は

年
の
４
６
７
万
３
０

97

０
０
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
が
、

年
か
ら
上
昇

13

に
転
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
労

働
者
の
生
活
は
向
上
し
た
か
と

言
え
ば
否
で
あ
る
。

大
企
業
の

年
度
の
内
部
留

18

保
は
４
４
９
兆
円
ま
で
伸
び
続

け
る
。
そ
の
裏
に
搾
取
の
強
化

が
進
ん
で
い
る
。
Ｇ
７
の
う
ち

日
本
だ
け
「
賃
下
げ
」
が
続
い

て
い
る
。

年
を
１
０
０
と
す

00

る
と
賃
金
水
準
が
マ
イ
ナ
ス
な

の
は
日
本
だ
け
。
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首
都
圏
中
心
に
語
学
教
室
を

展
開
す
る
「
シ
ェ
ー
ン
英
会
話
」

の
講
師
を
務
め
て
い
た
英
国
籍

の
ア
ダ
ム
・
ク
リ
ー
ブ
さ
ん

（

）
が
、
違
法
な
雇
い
止
め

47
に
遭
っ
た
と
し
て
、
運
営
会
社

に
雇
用
継
続
な
ど
を
求
め
た
訴

訟
の
控
訴
審
判
決
で
、
東
京
高

裁
は

月
９
日
、
請
求
を
棄
却

10

し
た
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、

講
師
と
し
て
の
地
位
を
認
め
、

未
払
い
分
の
給
与
の
支
払
い
も

命
じ
た
。

ク
リ
ー
ブ
さ
ん
が
、
有
給
休

暇
を
取
得
し
た
と
こ
ろ
欠
勤
扱

い
と
さ
れ
、
雇
い
止
め
さ
れ
た

と
訴
え
た
の
に
対
し
、
会
社
側

は
無
許
可
の
欠
勤
で
、
勤
務
態

度
も
良
く
な
か
っ
た
と
反
論
し

て
い
た
。
一
審
東
京
地
裁
判
決

は
会
社
側
の
主
張
を
認
め
た
が
、

高
裁
の
村
上
正
敏
裁
判
長
は
「
正

当
な
理
由
の
な
い
欠
勤
と
は
言

え
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

一
審
を
覆
し
て
二
審
で
勝
訴

し
た
こ
と
は
画
期
的
な
勝
利
と

も
言
え
る
。
労
働
契
約
法

条
、

18

条
裁
判
で
多
く
が
敗
訴
を
続

20け
て
い
る
と
き
朗
報
と
な
る
判

決
だ
。
日
通
の
雇
い
止
め
で
裁

判
を
闘
っ
て
い
る
「
ユ
ニ
オ
ン

え
っ
と
お
互
い
さ
ま
」
の
齊
藤

靖
隆
委
員
長
は
「
価
値
あ
る
勝

訴
だ
。

企
業
の
不
当
な
解
雇
を
歯
止

め
に
な
る
裁
判
に
な
っ
た
と
思

う
」
と
賞
賛
し
た
。
シ
ェ
ー
ン

の
雇
い
止
め
勝
訴
は
、
今
後
の

労
働
裁
判
の
糧
に
な
る
。

解
雇
の
撤
回
と
休
業
中
の
運

転
手
た
ち
の
賃
金
保
障
な
ど

を
求
め
て
、
茨
城
ユ
ニ
オ
ン

は
勝
利
す
る
ま
で
闘
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

「
雇
い
止
め
」
講
師
が
逆
転
勝
訴

シ
ェ
ー
ン
英
会
話
教
室
、
東
京
高
裁

富
士
タ
ク
シ
ー
は
解
雇
を
撤
回
せ
よ

＝
茨
城
ユ
ニ
オ
ン
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
＝

龍
ケ
崎
市
の
富
士
タ
ク
シ
ー

の
経
営
者
が
、
こ
れ
ま
で
真

経
営
側
は
拒
否
し
て
い
ま
す
。

何
が
何
で
も
会
社
の
経
営

継
続
不
能
と
い
う
状
況
を
作

り
出
し
、
組
合
員
で
あ
る
運

転
手
全
員
の
解
雇
を
強
行
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
不
当
労
働
行

為
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

面
目
に
働
い
て
き
た
運
転
手

全
員
を
突
然
解
雇
。
原
因
は
、

関
東
運
輸
局
の
監
査
で
、
運

行
管
理
者
と
し
て
の
違
反
の

事
実
が
確
認
さ
れ
、
運
行
管

理
者
資
格
証
の
返
納
処
分
を

受
け
た
こ
と
で
す
。
経
営
者

の
違
反
行
為
の
ツ
ケ
を
、
労

働
者
に
責
任
転
嫁
し
、
運
転

手
全
員
に
首
切
り
を
平
然
と

通
告
し
て
き
た
の
で
す
。

運
行
管
理
者
の
不
在
を
理
由

に
、
会
社
継
続
を
不
可
能
と

し
て
い
ま
す
が
、
組
合
側
が

運
行
管
理
者
の
紹
介
を
申
し

入
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
で
本
社
前
ア
ピ
ー
ル
行
動

年

月

日
に
１
６
５
名

10

12

31

が
不
当
に
解
雇
さ
れ
た
。
間
も

な
く
９
年
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、

解
雇
さ
れ
た
、
パ
オ
ロ
ッ
ト
、

客
室
乗
務
員
は
職
場
復
帰
を
あ

き
ら
め
ず
全
国
に
広
が
る

の
33

支
援
共
闘
組
織
と
共
に
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
本
社
に
訴
え
続
け
て
き
た
。

９
月

日
か
ら
始
ま
っ
た
本

24

社
前
ア
ピ
ー
ル
行
動
は
４
週
目

を
迎
え
て
い
る
。

月

日
の

10

11

東
京
総
行
動
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
本

社
が
最
終
地
点
と
な
り
、
総
務

省
か
ら
出
発
し
た
総
行
動
部
隊

２
０
０
人
が
本
社
前
に
集
結
し

た
。
（
訴
え
る
青
柳
中
部
全
労

協

議

長

／

写

真
）
。
本
社
前

ア
ピ
ー
ル
行
動

は
本
社
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
で
12

時
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。
ア
ピ

ー
ル
行
動
は
12

月
９
日
の
本
社

大
包
囲
行
動
ま

で
続
く
。


